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資料２ 第６次東郷町総合計画策定のための各種アンケート結果（総括） 

【詳細は「参考資料２：令和元年度第６次東郷町総合計画策定のための各種アンケート結果等報告書」参照】 

 

（１）東郷町の住みやすさ 

◆一般・中学生 

○『東郷町は住みやすい』（「住みやすい」と「まあまあ住みやすい」の合計）と評価した割合は、一般が約７割、

中学生では８割以上と高く、住みやすさに対する評価は総じて高い。 

○中学生の方が、町の住みやすさに対する評価が高い。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生

（N=428）

一般

（N=2,085）

住みやすい まあまあ住みやすい どちらともいえない

やや住みにくい 住みにくい 無回答

 
※高校生は東郷町外在住者が多く含まれることから、住みやすさに関しては設問を設けていません。 

 

 

◆経年変化（中学生） 

○中学生では、平成 21 年度調査で『東郷町は住みやすい』と評価した割合は 62.8％であったのに対し、令和

元年度は 19.0 ポイント上昇して 81.8％となっており、住みやすさに対する評価が向上している。 

 

36.9%

16.5%

44.9%

46.3%

15.2%

21.3%

2.8%

8.5%

0.2%

6.1%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生（R1）

(N=428)

中学生（H21）

(N=376)

住みやすい まあまあ住みやすい どちらとも言えない

やや住みにくい 住みにくい 無回答

 

 
（備考）「一般」は平成 30 年度に実施した住民意向調査結果（18 歳以上を対象）、その他（「中学生」、「高校生」、「事業者」、「東郷町

成人式実行委員会」、「区・自治会」、「町民活動団体」、「東郷町文化産業まつりの来場者」）は令和元年度に実施したアンケ

ート等の調査結果を示しています。 

 

（２）東郷町での定住意向 

◆一般・中学生・高校生 

○『住み続けたい』（「ずっと住み続けたい（永住したい）」と「再び東郷町に戻って住み続けたい（当分住み続け

たい）」の合計」と回答した割合は、一般が約８割、高校生と中学生が約５割となっている。 

○年齢が若くなるほど、「ずっと住み続けたい」という割合が低くなる。 

○年齢を問わず、『住み続けたい』理由は「愛着があるから」「住みやすいから」「自然環境が良いから」が上位

を占める。『住み続けたくない』理由は「交通の便が良くないから」が最も多い。中学生、高校生では、進学や

就職を機に町外に住みたいという理由も多い。 
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15.1%
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13.3%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生

（N=428）

高校生_在住

（N=60）

一般

（N=2,085）

ずっと住み続けたい（永住したい）

進学などで一度町外に出てから、再び東郷町に戻って住み続けたい（当分住み続けたい）

できれば町外に住みたい（いずれは転出したい）

すぐにでも町外に住みたい（すぐにでも転出したい）

無回答 ※（ ）は一般の選択肢

 
【定住意向に対する理由】 

 『住み続けたい』理由 

（上位４回答） 

『住み続けたくない』理由 

（上位４回答） 

中学生 ①住み慣れていて愛着があるから 

②住みやすいから 

③自然環境が良いから 

④災害や犯罪などが少ないから 

①交通の便が良くないから 

②遠くで進学や就職を考えているから 

③買い物に不便だから 

④まちに将来性がないから 

高校生 

（在住） 

①住み慣れていて愛着があるから 

②自然環境が良いから 

③住みやすいから 

④家族や親せき、友だちが多く住んでいるから＊1 

①交通の便が良くないから 

②親から離れ、自立したいから＊2 

③遠くで進学や就職を考えているから 

④買い物に不便だから 

一般 ①住み慣れていて愛着があるから 

②自然環境が良いから 

③周辺の住環境が良いから 

④学校や仕事、家庭の都合があるから 

①交通の便が良くないから 

②買い物に不便だから 

③老後も安心して暮らせると思えないから 

④まちに将来性がないから 

＊1、＊2 の選択肢は中学生には選択肢を設けていない 
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（３）東郷町の強み 

○東郷町の強みは、「自然が豊か」という回答が総じて多い。子どもの医療費が無料等「子育て支援が充実」し

ていることや「ららぽーとができる」、「災害が少ない」ことも強みであると認識されている。 
 

◆中学生                    ◆高校生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆事業者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆東郷町文化産業まつりの来場者 
東郷町の１番良いところ（自慢できるところ）  
1 位：自然が豊か  2 位：子育て支援が充実  3 位：静か  4 位：ららぽーとができる  5 位：愛知池・ボート 

 

 

◆令和元年度に成人を迎える方（東郷町成人式実行委員会インタビュー） 

東郷町の好きなところ、住みよいところについて  
回答 具体的な内容・理由等 

自然が豊か 
・公園が近い、子どもたちの声もよく聞こえる 
・境川が好き。散歩もできる 

都会にない魅力がある 
・校庭が広いため、運動部の部活動などが充実する 
・土地が広いため学校で様々な経験ができる 
・小学校にグラウンドや森などがあり、都会の学校にはない魅力がある 

地域内の交流がさかん 
・人口が少ない分、皆と仲よくできる 
・近所づきあいなどもある 

シニアにやさしいまち 
・町内の巡回バス「じゅんかい君」乗車時に、車内アナウンスなどで高齢者への気遣
いを感じる 

立地がよい ・尾張と三河の境に位置し、どちらにも行きやすい（ただし、電車は不便） 

ごみ処理が楽 ・以前住んでいたところに比べると、ごみの分別が楽で住みよい 

（４）東郷町の弱み 

○東郷町の弱みは、「交通利便性が低い」という回答が総じて多い。「道路環境が悪い」、「道路網の整備が不

十分」という回答も多い。 
 

◆中学生                    ◆高校生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆事業者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆東郷町文化産業まつりの来場者 
東郷町の１番良くないところ（改善したいところ）  
1 位：交通が不便  2 位：道路（道路が狭い等）  3 位：駅がない 4 位：行政（税金等）  5 位：バスが少ない 

 

 
 
 
 
 
 
 

37.1%

13.3%

7.7%

6.3%

5.4%

5.1%

0% 20% 40% 60%

自然が豊か

人や地域のつながり、

やさしさを感じる

子どもの医療費が無料

災害・事件・事故等が

少ない

ららぽーとができる

商業施設が充実

38.8%

12.2%

10.5%

8.4%

7.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自然が豊か

ららぽーとができる

商業施設が充実

子どもの医療費が無料

人や地域のつながり、

やさしさを感じる

好きなところ（上位５回答） 嫌いなところ（上位５回答） 

N=428 

好きなところ（上位５回答） 嫌いなところ（上位５回答） 

28.0%

14.5%

9.1%

6.1%

5.6%

0% 20% 40% 60%

駅や鉄道がない、公共

交通が不便

商業施設が充実して

いない

道路環境が悪い

（通学路含む）

遊ぶ場所がない・

少ない

町の目玉がない N=428 
N=237 

36.3%

17.7%

11.4%

10.5%

6.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

駅や鉄道がない、公共

交通が不便

道路環境が悪い

（通学路含む）

坂が多い

商業施設が充実

していない

遊ぶ場所がない

・少ない
N=237 

 

49.4%

32.1%

27.2%

24.7%

23.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

立地環境がよい

災害が少ない

自然が豊かで、住環境がよい

取引先や市場に近い

高速道路にアクセスしやすい

東郷町で事業を展開するうえでのデメリット（上位５回答） 東郷町で事業を展開するうえでのメリット（上位５回答） 

N=81 

61.7%

22.2%

18.5%

16.0%

14.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

公共交通の利便性が低い

人材が集まりにくい

道路網の整備が不十分である

企業の立地が少ない

顧客が少ない N=81 
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（５）中学生アンケート結果にみる１０年間のまちづくりの成果 

◆「住み続けたい理由」にみる 10年間のまちづくりの成果 

○平成 21年度調査と比較して、令和元年度調査で特に回答者の割合が高くなった『住み続けたいと思う理由』

は「住みやすいから」の 30.3 ポイント、「災害や犯罪などが少ないから」の 27.8 ポイント、「子どもにやさしいか

ら」の 14.5 ポイント上昇等がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
◆「住み続けたくない理由」にみる 10年間のまちづくりの成果 

○令和元年度調査で特に増加がみられた『住み続けたいと思わない理由』は「遠くで進学や就職を考えている

から」の 13.5 ポイント上昇等がある。 

○一方、令和元年度の調査で特に減少がみられた『住み続けたいと思わない理由』は「買い物に不便だから」

の 14.5 ポイント、「まちに将来性がないから」の 15.4 ポイント低下等がある。 
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38.2%

30.4%

29.0%

14.5%

6.8%

4.3%

4.3%

1.4%

1.4%

0.5%

20.8%

40.4%

24.7%

44.9%

44.4%

10.1%

11.1%

9.6%

2.5%

4.5%

6.6%

1.5%

20.7%

0% 20% 40% 60% 80%

交通の便が良くない

から

遠くで進学や就職を

考えているから

買い物に不便だから

まちに将来性がない

から

まちに愛着がもて

ないから

住みにくいから

自然環境が良くない

から

地域での人間関係が

良くないから

子どもにやさしく

ないから

災害や犯罪などが

多いから

お年寄りにやさしく

ないから

その他

中学生（R1）

N=207

中学生（H21）

N=198

51.1%

46.1%

43.8%

42.0%

22.8%

20.5%

16.9%

10.0%

9.1%

8.7%

3.7%

8.2%

65.0%

15.8%

44.3%

14.2%

27.9%

6.0%

26.8%

8.7%

3.3%

6.6%

8.2%

6.0%

0% 20% 40% 60% 80%

住み慣れていて愛着が

あるから

住みやすいから

自然環境が良いから

災害や犯罪などが

少ないから

買い物に便利だから

子どもにやさしいから

地域での人間関係が

良いから

交通の便が良いから

まちに将来性がある

から

お年寄りにやさしい

から

近くで進学や就職を

考えているから

その他

中学生（R1）

N=219

中学生（H21）

N=183

10 年前と比べると、「住みやすさ」や「災害や犯罪の少なさ」、「子育て支援」に対

する評価が上昇しているといえる。 

 

「買い物利便性」や「まちの将来性」は、 

10 年前と比べると改善傾向にあると 

評価されているといえる。 

「交通の便」に対する評価は

10 年間で改善がみられない。 

進学や就職を機に町外に住

みたいと考える人が増えてい

るとみられる。 
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（６）将来の東郷町に望むこと 

 将来の東郷町に必要な取組 将来の東郷町のイメージ 

中学生アンケート ①遊べる場所を増やす 

②バスなどの交通を便利にする 

③買い物が便利なまちにする 

④安全で安心して通行できる道を整備する 

⑤ごみが少なく、環境にやさしいまちにする 

○自然、環境、緑  ○住みやすい、暮らしやすい 

○交通   ○便利 

○豊か   ○優しい 

※設問「大人になったときに東郷町がどんなまちになっていたらよいか」で記載された用語で多か

った主なキーワード（「みんな」等の主体に関するものは除く） 

高校生アンケート ①バスなどの交通を便利にする 

②遊べる場所を増やす 

③安全で安心して通行できる道を整備する 

④買い物が便利なまちにする 

⑤働く場所を増やす 

○豊か    ○住みやすい、暮らしやすい 

○自然、緑   ○交通 

○楽しい    ○便利 

※設問「大人になったときに東郷町がどんなまちになっていたらよいか」で記載された用語で多か

った主なキーワード（「みんな」等の主体に関するものは除く） 

事業者アンケート ①公共交通の利便性の向上  
②人材確保の支援  
③渋滞解消など円滑な道路環境の整備 

④税制等の優遇措置 

⑤事業用地確保の支援 

⑤浸水時や災害時の安全性の確保 

①道路交通環境の整備・拡充 
②用地確保の推進・規制緩和 

③公共交通機関の利便性向上 

④企業誘致 

⑤東郷町の目玉の創出・ＰＲ 

※今後の東郷町のまちづくりについての自由意見の分類 

区・自治会 

アンケート 

特に不満に思う施策 今後特に重要だと思う施策  

①道路整備  

②公園・緑地整備 

②公共交通 

①防災 

②企業誘致 

③子育て環境 

③公共交通 

町民活動団体 

ヒアリング 

○町民活動団体の展示・発表の場の充実 

○町民ニーズの把握 

○「ららぽーと」へのイベントスペースの確保 

○セントラル開発を契機とした人と人との交流の拡大 

○都市化にあわせ、町の安全性の確保（犯罪防止） 

○心のバリアフリーの推進 

○高齢者が支えるまちづくり 

東郷町成人式実行委員会 

インタビュー 

東郷町に住み続けるために必要な取組 東郷町での就業意向に対する主な意見  

○鉄道駅への交通利便性向上 

○じゅんかい君の増便 

○バスと電車の接続性の向上 

○道路交通環境（歩道、街灯）の改善 

○飲食店の充実 

○「ららぽーと」を契機としたにぎわい創出 

○働くところが少ないイメージがある 

○希望する職種がないイメージがある 

○個人の事業所や工場のみで、オフィスのイメージがない 

○住むところのイメージはあるが、働くところのイメージはない 

○名古屋市、豊田市などが近いため、そちらで働くのが現実 

文化産業まつり 

来場者アンケート 

東郷町の 1 番良くないところ（改善したいところ） ○地下鉄・バス等  ○笑顔 

○住みやすい  ○緑  ○楽しい 

※「未来の東郷町」をテーマとして募集したメッセージの中で多かった主なキーワード（「みんな」

等の主体に関するものは除く） 

①交通が不便 

②道路 

③駅がない 

（参考） 

まちづくり 

カフェ（第 1 回） 

10 年後、こうなったらいいなと思うこと 10 年後のめざしたいまちの姿（参加者の意見を集約した結果） 

○相談できる場がほしい 

○近所の人と助け合いたい 

○異年齢交流、多世代交流の推進 

○子どもが遊べる緑・公園 

○防災対策、避難・防災広場 

○日中のにぎわいづくり 

○ららぽーと開業にあわせて、町の魅力をＰＲ 

○公共交通の充実  
○医療機関の充実  

 まちの姿①：地域交流・多世代交流が盛んなまち（たまり場） 

 まちの姿②：日本一、子育て・教育が充実するまち（ママカフェも！） 

 まちの姿③：町民みんなで備える防災・減災に強いまち   
 まちの姿④：子どもが外で元気いっぱいに遊べるまち（緑・公園）  

 まちの姿⑤：産業が元気なまち～ららぽーととの共存・発展～  

 まちの姿⑥：車がなくても移動しやすいまち  

※丸数字の番号は、上位の回答順を表している 


